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手摺カバー

手摺カバー

（対応手すり径φ34，φ38，φ42.7）

「マスキングテープ15mm巾」

（コニシボンドSU）を使用してください。
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注意
お願い コーナー役物の側近にマーキングを行うと、浮きや

接着不良となる可能性があります。5mm程度短くな
るように余裕を持ってマーキングしてください。

手摺カバーの切断

手摺カバーを切断します。

手摺カバー

巾

手すりカバーの切断

手すりカバーを切断してください。
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お願

い

い

切断小口にバリなどが残っていると、裂傷などの危
険がありますので、必ず除去してください。

塗布量が多すぎるとはみ出しや汚れの原因となるの
で、上記目安を守り必要量を塗布してください。

（コニシボンドSU）
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推奨テープ以外の厚地のテープを使用すると、ねじ
れ補正がスムーズにできなくなるので、推奨する薄
手の両面テープを使用してください。

接着剤の量が多すぎると、はみ出しにより汚れの原
因となったり、少なすぎると剥離の原因になりま
す。必ず適量で塗布してください。
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（コニシボンドSU）

手すりカバー内部の接着剤スリットに接着剤を塗布し
ます。
その際、手すりカバー両端に幅3mm程度で全長全て
に塗布してください。



手摺カバー

手摺カバー

手摺カバーの

手摺カバー

手すりカバー端部を手すりに被せます。

手すりカバー全体を被せます。

手すりカバーの

底面より手すりカバーにねじれが無いか確認をします。
ねじれがあった場合は端部小口カバーごと回転させ、ねじれ
の矯正を行なってください。

ねじれ補正



注意
お願い クリーニングにパーツクリーナー以外のシンナー等

を使用すると、製品の破損や色ムラの原因となりま
すので使用しないでください。

ねじれの矯正後、ズレが発生しないよう、両面テープを
圧着し固着します。
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本製品は既存手すりの支持脚等（壁付ブラケット及び支柱等）があっても連続被覆出来るよう手すり
の約3/4を被覆する形状になっております。
それはφ38用手すりカバーの場合、支柱径φ27.2の鋼管まで回避出来るよう設計されております
が、それ以上の径の支柱の場合下記のように切り欠きが必要になります。
φ34用，φ42.7用についても同様にカバーと支柱が干渉する場合は、予め支柱ピッチを測量し支柱
に合わせ切り欠き加工を施してください。
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